
看護部長　藤森　和恵

特定医療法人社団仙齢会 いなみ野病院・いなみ野病院介護医療院
基 本 理 念

基 本 方 針

当院は、患者さんを尊重し、患者さんから信頼される安全で質の高い医療を提供することによっ
て、地域の高齢者医療の向上に努めていきます

１）時代の進歩に即応した質の高い安全な医療を提供するために、日々研鑽と努力を重ねます
２）高齢化社会のニーズに応じ、患者さんと家族の納得する、医療・療養・介護サービスを行い
ます

３）認知症疾患の医療・介護の充実をはかり、地域の高齢者医療・福祉に貢献します

　介護医療院の概要である「医療の必要な要介護高齢者の長期療養・生活施設」を踏まえ、２０１９年８月
の介護医療院開設より、従来からの医療的ケアに加え、利用者の心身を活性化させることを目的に、様々な
活動（アクティビティ）の提供に取り組んでいます。
　アクティビティの主な内容は各種ゲーム、体操、歌、散歩などのレクリエーションで、周囲の利用者と交
流することで社会的活動の楽しさを感じていただくことで、精神状態の改善、指先や頭を使うことで認知
症の予防や進行を遅らせる効果、軽い動作による身体機能維持の効果が期待できます。
　今回は本館１階・２階・３階病棟の事例をご紹介します。今後、医療療養病棟を含め院内全体で展開して
いきますのでご期待ください。

病棟アクティビティについて
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　本館2階病棟では5/28にじゃんけん勝ち抜き大会を行い
ました。
　西棟、東棟に分かれ各棟10名ずつ参加していただきトー
ナメント戦で、最後には表彰式を行い、上位3名の方には金・
銀・銅メダルをお渡ししました。
　自分の手でじゃんけん（グー・チョキ・パー）を出せない利
用者様にはうちわで作っ
たグー・チョキ・パーをお
渡しし大会に参加してい
ただきました。
　「おもしろかった」「楽し
かった」などの利用者様か
らの声と、普段と違う利用
者様の楽しそうな表情を
見る事ができました。

じゃんけん大会
本館2階病棟

　本館3階病棟では5/11に「鯉のぼ
り」、6/8に「梅雨模様」の壁画作りを行い
ました。
　折り紙を切り貼りし鯉のぼりのうろ
こに見立て作成したり、紫陽花やかた
つむりを利用者様1人1枚ずつ作って
もらいデイルームに展示しています。
　壁画タイトルも利用者様の書道作品
で皆様の思いや個性がたくさん見られ
ました。特に女性は色使いや見映えに
こだわりがあり、利用者様や職員から
も自然と「綺麗ね」「かわいいね」と声が
あがり、楽しんでいる様子が見られま
した。

壁画作り
本館3階病棟

　本館1階病棟では4/1、5/1に魚釣り大会を行いました。
　新型コロナウイルスの状況下の開催のため本館1階利用
者様のみの参加となりました。
　初めは「見ておくだけ」と言っていた利用者様も、他の利
用者様を見て参加される
方もいました。とっても
穏やかに楽しんでいただ
くことが出来ました。

魚釣り大会
本館1階病棟
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絵画サークル 絵画展開催中
　当院の南館廊下でいなみ野学園絵
画サークルによります「絵画展」を開
催しています。油絵、水彩画などを展
示していますので是非、一度ご覧に
なってください。

いなみ野学園
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　今回の広報誌には4月、5月に実施しました「院内
レクリエーション」「バラ園紹介」などを掲載させて
いただきました。
　バラ園は病院の顔となっています。見事ですので
是非ご覧ください。
　これから厳しい暑さが続きますが、皆さんも熱中
症に気をつけて夏を乗り切ってください。

編 集 後 記

いなみ野病院　概要
診　療　科　目
病　床　種　別

診療報酬上の施設基準
医療保険

介護保険

療養病棟入院基本料１
療養病棟療養環境加算１
夜間看護加算
認知症ケア加算２
病棟薬剤業務実施加算１
地域連携診療計画退院時指導（Ⅱ）
脳血管疾患等リハビリテーション（Ⅰ）
運動器リハビリテーション（Ⅰ）
入院時食事療養（Ⅰ）／生活療養
薬剤管理指導料
入退院支援加算２
診療録管理体制加算２
データ提出加算２

Ⅰ型介護医療院（Ⅰ）
夜間勤務条件基準　　　夜間勤務等看護（Ⅳ）
職員の欠員による減算の状況　なし
ユニットケア体制　　　対応不可
療養環境基準　　　　　基準型
医師の配置基準　　　　基準
栄養管理の評価　　　　栄養ケア・マネジメント体制
身体拘束廃止取組の有無　基準型
特別診療費項目　　　　薬剤管理指導・コミュニケーション療法
リハビリテーション提供体制
　　　　　理学療法Ⅰ・作業療法・言語聴覚療法・その他

内科、リハビリテーション科
医療療養病床　２病棟　120床
介護医療院　　３病棟　170床

いなみ野バラ園について
　いなみ野病院の正面玄関前のバラ園は今から約25年ごろ前に利用者様に楽しんでいただくた
め観賞用に作られました。一時期はバラの本数も少なくなり見栄えも悪かったのですが、入念に手
入れを行い現在では春から秋にかけて約25種270株のバラが美しい花を咲かせています。

　バラが特に美しい時期は5月、6月、10月です。その時期になると利用者様やご家族の方々が観賞
され非常ににぎわいを見せています。
　バラ園の今年最後の見ごろは10月と
なっています。是非、一度足をお運びくだ
さい。
　また病院内には藤棚（5月）、つつじ（5
月）、さくら並木（4月）なども植栽されてい
ますので是非ご覧ください。
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